（第二面）

	
	構造耐力上主要な部分に使用した鋼材等の種類及び使用重量
	使用部位
	鋼材の種類
	使用重量
	

	
	
	柱
	
	ｋN
	

	
	
	大梁
	
	ｋN
	

	
	
	小梁・間柱
	
	ｋN
	

	
	
	他（　　　）
	
	ｋN
	

	
	高力ボルトの種類及び接合方法
	HTBの種類
	使用するHTBの径
	接合方法
	締付け方法

	
	
	トルシア型
	S10T　・径M
	摩擦・引張
	□ﾄﾙｸｺﾝﾄﾛｰﾙ法

	
	
	JIS型
	F10T　・径M
	摩擦・引張
	□ﾄﾙｸｺﾝﾄﾛｰﾙ法

□ﾅｯﾄ回転法

	
	
	溶融亜鉛メッキ
	F8T 　・径M
	摩擦
	□ﾅｯﾄ回転法

	
	
	接合面の処理
	μ=0.45
	母材
	ｽﾌﾟﾗｲｽPL

	
	
	
	μ=0.40
	母材
	ｽﾌﾟﾗｲｽPL

	
	溶接継目の部位・鋼材の種類・溶接材料及び溶接の種類
	
	部　　位
	鋼 材 の 種 類
	溶接材料（ワイヤ等）
	溶接の種類

	
	
	工場溶接
	柱
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	ダイヤフラム
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	フランジ大梁
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	ウェブ大梁
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	現場溶接
	柱　－　梁
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	柱　－　柱
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	梁　－　梁
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	
	
	
	
	
	
	突合せ ・ 隅肉

	添付図書
	□鋼材及びﾎﾞﾙﾄ等の規格証明書
	□ボルト類の強度試験報告書

	
	（裏書きミルシート）
	□高力ボルト現場軸力導入試験報告書

	
	□鋼材等の流通経路を示す書類
	□高力ボルト締付け検査報告書

	
	□溶接部の検査報告書（外観・超音波探傷）

	
	
	

	記入上の注意
	①
	鉄骨工事の概要は、設計図書と整合の上必要な事項をご記入下さい。また高力ボルトの種類等は、該当するものを○印で囲み、該当する締付方法の□に☑を付けて下さい。

	
	②
	この報告書に記載しきれない事項については、別紙にまとめて下さい。

	
	③
	添付図書の欄は、添付しているものについて□内に☑を記入して下さい。

	
	④
	添付図書の各種検査結果は、できるだけ一覧表にまとめて下さい。


　※　ミルシート、超音波探傷等の試験結果等の添付図書を工事監理者や工事施工者の控え書類で
　　提出する場合は、提出時に申し出て下さい。検査終了後に返却致します。
